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キャンパスSDGs
びわ湖大会

～地域から生まれる新しい価値～

実施報告書
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滋賀県立大学SDGs宣言（2018.6.16）
Ｓ　滋賀県立大学は「キャンパスは琵琶湖。テキストは人間。」をモットーに

Ｄ　誰一人取り残さない持続可能な社会を目指し

Ｇ　グローカルな思考と実践をもって

s　世界と地域の発展に貢献します

主催：滋賀県立大学　共催：一般社団法人 環びわ湖大学・地域コンソーシアム，彦根長浜地域連携協議会



キャンパスSDGsびわ湖大会

ごあいさつ
　滋賀県立大学では、2019年11月16日（日）に「キャンパスSDGsびわ湖大会～地域と共に育む新しい価値の創造～」を開催いたし
ました。
　県内外の学生等が、SDGｓ（持続可能な開発・発展目標）の達成に関連する各自の活動を持ち寄り、情報発信や情報交換を行い、
交流を深めるとともに、新たなネットワークを構築することを趣旨として参加をお願いしましたところ、小・中・高等学校、大学、企業、
自治体、各種団体等から、多くの皆様にご参加いただき、盛況のうちに終了することができました。皆様に厚く御礼申し上げます。
　本大会を通じて、SDGsへの意識が高まり、SDGsの目標や地域の発展に寄与する活動やネットワークが生まれることを願っており
ます。引き続き、地域を舞台としたSDGsの推進にご支援ご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。

大会プログラム

オープニング　開会式

第�部

第�部

交流会

キャンパスSDGsびわ湖大会　プログラム

開催日：2019年11月16日(日)9：30～17：30　場所：滋賀県立大学

ご参加・ご支援いただいた皆様
小学校：草津市立渋川小学校、多賀町立大滝小学校
中学校：甲賀市立土山中学校、草津市立草津中学校
高等学校：滋賀県立河瀬高等学校、滋賀県立虎姫高等学校、滋賀県立長浜北星高等学校、滋賀県立八幡商業高等学校、
　　　　　滋賀県立草津東高等学校、滋賀県立守山高等学校、滋賀県立国際情報高等学校、滋賀県立高島高等学校、
　　　　　滋賀県立日野高等学校、京都府立海洋高等学校、日本福祉大学付属高等学校
大学：滋賀文教短期大学、滋賀大学、聖泉大学、立命館大学、龍谷大学、滋賀県立大学
名古屋大学、和歌山大学、鳥取大学、奈良県立大学、福知山公立大学
芝浦工業大学、中央大学、京都産業大学、大阪産業大学、九州産業大学

当日参加者：���名
参加校　��校

後援
協賛 滋賀トヨペット株式会社、山科精器株式会社

滋賀県教育委員会、大津市、彦根市、長浜市、近江八幡市、草津市、守山市、栗東市、甲賀市、野洲市、湖南市、高島市、東
近江市、米原市、日野町、竜王町、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町

キャンパスウォーク
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広報・メディア掲載
高校生を対象に、学内を見学するツアー
「キャンパスウォーク」を開催しました。多く
の高校生に、特徴ある県大のキャンパスを
体感いただきました。卒業生が制作した
ミュージックビデオをぜひご覧下さい！　→

ポスター配布(高校等)　1,000枚
チラシ配布　60,000枚
その他、HP、MM、SNS等で発信
メディア掲載：2019.10.22 中日新聞
　　　　　　2019.11.13 滋賀彦根新聞
　　　　　　2019.11.18 中日新聞

開会挨拶：廣川 能嗣 滋賀県立大学 理事長（学長）　
来賓挨拶：三日月 大造  滋賀県知事

基調講演

講師：高野 翔 さん（国際協力機構(JICA) 職員）

パネルディスカッション

第�部ポスターセッション･動画コンテスト

鍛冶屋太閤踊り　長浜市鍛冶屋町のみなさん×県立大学

演題「SDGsをアクションしよう！」

パネリスト
　高野 翔 さん（国際協力機構(ＪＩＣＡ)職員）
　大日 陽一郎 さん（山科精器株式会社 代表取締役社長）
　中田 佳恵 さん（滋賀県総合企画部企画調整課 課長）
　宮内 芳維 さん（鳥取大学・ ＮＰＯツナガルドボク中国）
　川嶋 凛海 さん（近江楽座 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム）
モデレーター：
　森川　稔　特任准教授　（滋賀県立大学　地域共生センター）

　

第�部 ワークショップ・成果発表

テーマ「SDGｓでつながり、地域の課題解決を考える｣

「SDGsの17目標でつながる」
　　　　　　　　　ワークショップ

ワークショップ相互評価など

p.3

p.4

p.3,4

p.5,6

p.7,8

p.8

9：30～10：10

10：10～10：55

11：00～12：00

12：45～14：15

14：30～17：30

17：40～19：00



オープニング・開会式

オープニング
　オープニングには、長浜市から「鍛冶屋太閤踊り」のみなさまが、駆け付けてくれました。
　「鍛冶屋太閤踊り」の由来は、戦国時代に長浜市鍛治屋町で「草野槍」と呼ばれる武器を
製造し、その槍が賤ケ岳の戦いで羽柴秀吉側の勝利に貢献し、勝利の祝いに踊りが始まっ
たとされます。1999（平成11）年から途絶えていましたが、滋賀県立大学のフィールドワーク
をきっかけに、和太鼓の経験のある社会人学生や学生が保存会と連携し、2018（平成30）年
12月から練習を始め、2019（令和元）年に復活しました。ヤマドリの羽根のかぶり物を被り、
軽快なテンポの太鼓のリズムでステージを練り歩き、会場を盛り上げていただきました。

県大フィールドワークをきっかけに復活した太閤踊り

パネルディスカッション SDGsを共通言語に多様な主体が議論

基調講演 演題「ＳＤＧｓをアクションしよう」講師：高野翔 さん

　基調講演は、国際協力機構（JICA）職員で、地元福井県でも活躍
されている高野翔さんにお話しいただきました。「ＳＤＧｓは、私
たちの生活に主体性を取り戻す世界的なきっかけ」という高野さ
ん。ＳＤＧｓには世界共通の目標・課題が示されていますが、そ
の取組方法に制限はなく、だからこそ、身近な課題を発見し、自分
ゴトとして動き始めることが重要と説明されました。
　具体的な事例として、高野さん自身が仲間と開催した「できる
フェス」について動画を交えて紹介いただきました。2018年の豪
雪により財政難に陥った故郷・福井市で縮減された公共事業を
市民目線で見直し、自分たちができる方法で代替する試みです。
みんながアイデアを持ち寄り、楽しそうに実践する様子から「社会
は自分たちで変えられる」「社会課題を自分ゴトにして主体的にア
クションしよう！」という力強いメッセージをいただきました。

　パネルディスカッションでは、ＳＤＧｓを共通言語として、
多様な主体による報告とディスカッションを行いました。
　大日さんからは「ｙａｓｅｃ　ＳＤＧｓ　Ａｃｔｉｏｎ」、中田さん
からは「滋賀ＸＳＤＧｓ世界へ発信」、宮内さんからは「社会
人と学生をツナギ、地方中小企業の魅力で地域創成」、川嶋さ
んからは「田の浦ファンクラブ学生サポーターチーム」につい
て報告をいただいた後に、それぞれの課題を提示いただき、
解決方法や協働の方法について議論を行いました。
　また、スマフォアプリ「slido」を活用して、会場からも質問を
受付け、たくさんの意見交換を行いました。

パネリスト：
　高野 翔 さん　（国際協力機構（JICA）職員）
　大日 陽一郎 さん　（山科精器株式会社 代表取締役社長）
　中田 佳恵 さん　（滋賀県総合企画部企画調整課 課長）
　宮内 芳維 さん　（鳥取大学・ ＮＰＯツナガルドボク中国）
　川嶋 凛海 さん
　　（滋賀県立大学 近江楽座 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム）
モデレーター：
　森川　稔特任准教授　（滋賀県立大学　地域共生センター）

パネルディスカッションでは「slido」を活用して会場との意見交換

太閤踊り保存会ののみなさんと県大生のコラボレーション

高野さんからはSDGsに取り組むための具体策を紹介いただきました
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第1部　基調講演 ／ 第2部　パネルディスカッション

各登壇者が取り組みを紹介

開会式
　開会式では、主催者を代表した廣川滋
賀県立大学理事長の挨拶に続き、来賓と
して三日月大造滋賀県知事にご挨拶いた
だきました。滋賀県はSDGsに関する取り
組みを先進的に推進されています。
　また、舞台には県内各地で製作された
「ふるさと絵屏風」が展示され、会場に花
を添えました。

三日月大造滋賀県知事の挨拶 舞台にはふるさと絵屏風を展示



第3部　ポスターセッション・動画コンテスト
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テーマ「SDGｓでつながり、地域の課題解決を考える｣

チーム名 タイトル
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

とよさと快蔵プロジェクト
廃棄物バスターズ
フラワーエネルギー「なの・わり」
未来看護塾
橋本建設・NP0法人CESA
フードバンクびわ湖
守山高等学校「おにぎり班」
芝浦工業大学SDGs学生委員会 -綾いと-
鳥取大学・NPOツナガルドボク中国
エコスクール渋川小学校  

とよさと空き家リノベーション事業
廃棄物バスターズの取組
フラワーエネルギー「なの・わり」の取組
未来看護塾の取組
工事をジブンゴトに！CESAアクションプログラム
食品ロスを地域の資源へ
おいしが！で滋賀を元気に！世界の子どもたちに笑顔を！
SDGs学生委員会-綾いと- 活動報告
社会人と学生をツナギ、地方中小企業の魅力で地域創生
地域の人々とつくる「渋川ESDミュージアム」

1
2
3
4
5
6
7

滋賀県立大・山添,平田,藤原,福島,川北チーム
滋賀県立大・下口,金森,山口,宮島,大原チーム
滋賀県立大・木村,中西,下村,山田,野口チーム
滋賀県立大・森,范,徳武,尾本,臼杵チーム
滋賀県立大・杉原,小田,松永,津野,苗苗,井上チーム
滋賀県立大・長島,西,南浮,佛性,山本チーム
守山高等学校 チームFE3C

PP大作戦
竹の時代到来！！
プラスティック税導入！！
滋賀県プラゴミアート大会
あなたの水筒給水しませんか？
恋もゴミもキャッチング！？
ごみを資源に！制服to制服でつくる未来の輪

1
2
3
4
5
6
7

長浜北星高等学校
田の浦ファンクラブ学生サポートチーム
環びわ湖大学・地域コンソーシアム SDGs動画プロジェクト第1班
環びわ湖大学・地域コンソーシアム SDGs動画プロジェクト第2班
環びわ湖大学・地域コンソーシアム SDGs動画プロジェクト第3班
環びわ湖大学・地域コンソーシアム SDGs動画プロジェクト第5班
チーム長島

ふるさとめぐり
海の運動会in田の浦
住み続けられるまちづくりを　滋賀県大津市「仰木の里」
飢餓をゼロに
みんなのSDGｓ　目標２「飢餓をゼロに」飢餓のない世界を
滋賀のお茶「政所茶」
豊かな海と共にいきるくらし

・滋賀県食のブランド推進課　有機農業について
・滋賀県農政課　世界農業遺産を目指して
・滋賀県農村振興課　魚のゆりかご水田

アイデア部門

実践部門

動画部門

ポスター掲示のみによる参加

ポスターセッション・動画コンテスト
SDGsの実現に向けた優れた取り組み・アイデアを表彰

　ポスターセッション・動画コンテストは、SDGsの達成に向けて活動している
学校や団体の実践例や、社会課題を解決するアイデアを、ポスターや動画で
募集し、優れた活動を顕彰するとともに、相互研鑽や交流促進を目的に実施
されました。
　部門は、SDGsに関与する活動実践をポスターで報告する「実践部門」、「プラ
ゴミゼロ社会を目指せ！」をテーマにアイデアを募集する「アイデア部門」、
SDGsの発信に寄与する3分以内の動画を募集する「動画部門」の3つ。賞は知
事賞、学長賞と各部門賞、そして小・中・高校生の応募に対して表彰する「未来
の担い手奨励賞」を設け、受賞者には表彰状と副賞が授与されました。
　参加資格は、SDGsに関連する活動を行っているもしくは関心のある県内外
の企業、ＮＰＯ、市民団体、学生、および小学生、中学生、高校生のチーム。1
チームにつき1作品で、１チームは3名以上で構成することが要件でした。小・
中・高・大学生、企業、各種団体から計27チームに参加いただきました。

受賞チーム

参加チーム

知事賞 学長賞

「ごみを資源に！制服to制服でつくる未来の輪」
守山高等学校 チームFE3C

地域の人々とつくる「渋川ESDミュージアム」
エコスクール渋川小学校 

実践部門賞

アイデア部門賞

動画部門賞

未来の担い手奨励賞

鳥取大学・NPOツナガルドボク中国
「社会人と学生をツナギ、地方中小企業の魅力で地域創生」

滋賀県立大・下口,金森,山口,宮島,大原チーム
「竹の時代到来！！」

環びわ湖大学・地域コンソーシアム SDGs動画プロジェクト第5班
「滋賀のお茶「政所茶」」

長浜北星高等学校「ふるさとめぐり」

チーム名 タイトル

チーム名 タイトル

計27チームに参加いただきました



第4部「SDGsの17目標でつながる」ワークショップ
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ワークショップの成果発表・交流会

ワークショップ 17のグループに分かれて議論し、つながりを深めました

　ワークショップは、様々な分野、いろいろな世代の方が一堂に会し、それぞれの活動を紹介し、議論しあう中から「持続可能な開発
のための目標（SDGs）」の達成につながる新たな学びやパートナーシップを育むことを目指し実施されました。各グループでは、ファ
シリテーターの進行のもとテーマに則した議論を行い、得られた結果を全員が集合したホールで発表しました。

ファシリテーター：山本　康夫さん （国際協力機構（JICA）　国際協力推進員）
話題提供：１）タクロバン復興支援プロジェクト（滋賀県立大学近江楽座） 　　２）Jesuit House Project （滋賀県立大学近江楽座） 
　　　　   ３）ハティヤール村カディプロジェクト（滋賀県立大学近江楽座） 
話題提供者の事例発表後、持続可能なコミュニティをつくるための海外支援のあり方について討議しました。支援の段階ごとにどのような内容の支援が必要かを考え、自立に導
くための アイデアを出し合いました。 ホールでは『現地の人たちが支援を受ける立場から抜け出し、自立するためのアイデア』を発表しました。 参加者17名

ファシリテーター：秋山　毅さん（滋賀県立大学工学部　准教授）
話題提供：１）小出　宏之さん　イビデンエンジニアリング株式会社　２）なのわり　（滋賀県立大学近江楽座） 
　　　　   ３） 藤敦　正幸さん　（近江環人ＯＢ）
話題提供者が実践している自然エネルギーの取り組みを紹介した後、①一人で取り組めること、②アイデアを共
有、③アイデアをまとめる作業を行いました。

海外支援

１

参加者8名
自然エネルギー

２

ファシリテーター：吉本　智さん（ベストハウスネクスト株式会社 ）
話題提供：１）とよさと快蔵プロジェクト（滋賀県立大学近江楽座） 
　　　   　２）かみおかべ古民家活用計画（滋賀県立大学近江楽座）　３）ＮＰＯツナガルドボク中国（鳥取大学）
話題提供者の地域での取組を踏まえ、４～５名でグループを組み、「①テーマに対する現時点での課題→②２０３０年「こうなりたい！こうありたい！」目標→③実現するための
アクション」をポストイットを使って見える化しました。３グループを取りまとめて、発表を行いました。参加者14名

古民家再生

３

ファシリテーター：小島なぎささん（一般社団法人まちづくり石寺）
話題提供：１） 田の浦ＦＣ学生ＳＴ（滋賀県立大学近江楽座） 　２） たけともミライ（滋賀県立大学近江楽座） 　３） 木興プロジェクト（滋賀県立大学近江楽座） 
　　　　   ４）災害のつどぴ（和歌山大学）　５）防災サークル轍（名古屋大学）
話題提供者が事例報告から情報を共有し、「災害に強いまちづくり」を議論しました。ワークショップでは、「防災意識を高める」「ハザードマップの整備」「実際に現地を見る」「支
援してもらいやすいまちづくり」「楽しいイベント」「現地を見る」などのキーワードにまとめ、ホールで発表しました。参加者19名

復興・防災
まちづくり

４

ファシリテーター：新村　佳嗣さん（行政書士 新村法務事務所）
話題提供：１）多賀町立大滝小学校６年生（匿名）　２）木村　恵理さん（野洲市社会福祉協議会）　
　　　　   ３）李　宗蒙さん（滋賀県立大学まちづくり研究室　大学院生）
２つのグループに分かれ、自己紹介後、各自で付箋にどんどん書き出していく見える化を実施。発表では、テーマを『地域「らしさ」を次世代に継承するためには』として、①現状、
②ビジョン、③アクションにまとめ、[シェアできる地域]を提案し、ホールで発表しました。参加者18名

地域診断法

５

ファシリテーター：竜王　真紀さん（山内エコクラブ）
話題提供：１）座・沖島（滋賀県立大学近江楽座） 　２）スチューデント・キュレイターズ（滋賀県立大学近江楽座） 
　　　　   ３）藤田　アニコーさん（滋賀で ＥＳＤ を進める会） 　４）竜王　みやびさん（山内エコクラブ・学生団体ＴＲＥＡＤ） 
４グループに分かれて、「地域文化の価値を見つけ主体的・対話的に持続できる地域づくり」を目標に掲げ議論しました。「情報発信」「若者が動けるような仕掛けづくり（体験）」
「みんなで昔の体験をして価値を分かち合う」「昔の暮らしの伝承」というキーワードにまとめホールで発表しました。参加者24名

地域文化を
未来につなぐ

６

ファシリテーター：辻　博子さん（一般社団法人滋賀グリーン活動ネットワーク）
話題提供：１）株式会社コクヨ工業滋賀
　　　　   ２）株式会社叶　匠壽庵
フェアトレード商品の意味や三方よしの精神を紹介した後、話題提供者から実例が報告されました。「広げよう！！ＳＤＧｓカフェ　＆　滋賀の学食」をテーマに、「スタバコンビ
ニでよしストロー」「学食でフェアトレード商品の販売」など身近でできそうなアクションをとりまとめ、ホールにて発表しました。参加者8名

エシカル消費と
フェアトレード

７

ファシリテーター：武藤　健司さん（アルパック株式会社 ）
話題提供：１）政所茶レン茶゛ー（滋賀県立大学近江楽座） 　２）とよさらだ（滋賀県立大学近江楽座） 
　　　　   ３）今堀　治夫さん（東近江市栗見出在家町魚のゆりかご協議会）　４）上田　長司さん（農業生産法人 有限会社 永源寺マルベリー）　
グループで「地域（産品）」×「〇〇」をキーワードにＳＤＧｓアクションを考えました。どのグループも活発に議論され、発表タイトルは、「湖風村ｘ●●で、サスティナブルに！」と
なりました。「琵琶湖X水産植物」「ストーリーのあるキャラクター」「ガイドブック」などのアイデアをホールで発表しました。　参加者17名

農業と
地域ブランド

８

ファシリテーター：金尾　滋史さん（琵琶湖博物館　主任研究員）
話題提供：１）廃棄物バスターズ（滋賀県立大学近江楽座）　２）滋賀県立大生き物研究会（滋賀県立大学近江楽座）
　　　　　３）滋賀県水産試験場　４）渋川小学校の取組（草津市立草津中学校）
話題提供者の報告の後、「自分でできること」「みんなでできること」を付箋書いて「できること」の見える化を実施しました。その付箋を、「個人とみんな」を横軸に、「じっくりと今す
ぐ」を縦軸に分類すると、付箋で「個人・今すぐ」から、「みんなでじっくり」のラインが形成されました。このグラフをもとに、ホールにて発表しました。参加者17名

琵琶湖の環境

９

ファシリテーター：田中　孝佳さん（滋賀県琵琶湖環境部森林政策課）
話題提供：１）BAMBOO HOUSE PROJECT （滋賀県立大学近江楽座） 　２）伊賀並　正信さん（みんなの家EH）
　　　　   ３）田中　孝佳さん（滋賀県琵琶湖環境部森林政策課）
滋賀県の「「やまの健康」推進プロジェクトの説明のあと、「やまと自分のつながり・日々の困りこと」「やま、農村部にどうすれば行きたくなる？」「人が健康とはどんな状態？」をキー
センテンスに議論しました。「ここが私の秘密基地」という提案をまとめ、ホールで発表しました。参加者8名

ファシリテーター：中口　毅博さん（芝浦工業大学　教授）
話題提供：１）あかりんちゅ（滋賀県立大学近江楽座） 　２）芝浦工業大学SDGs学生委員会（芝浦工業大学）
　　　　   ３）立命館大学 Sustainable Week 実行委員会（立命館大学）　４）中野　優さん（株式会社ライフデザイン阪急阪神）
「ＳＤＧｓを広める」ために、無関心な人をどう巻き込んでいくかを考えました。３つの視点「楽しく・手軽に」「得意なことを生か
す」「将来の職業と結びつける」で、アイデアを考え、ホールで発表しました。

やまの健康

��

参加者10名
SDGsを広める

��

ファシリテーター：山野　光裕さん（滋賀県立大学工学部　准教授）
話題提供：１）青柳　孝幸さん（株式会社PRO-SEED 代表取締役社長）　２）丸　直樹さん（ガイザーロボットスクール）
　　　　　３）西村　健太郎さん（有限会社エコラボ）
ロボット教室を経営している発表者の事例を参考に「誰もが輝けるロボット未来社会を担う人材を育てるためには」の
アイデアを考えました。参加者11名

科学技術と
SDGs

��

ファシリテーター：小林　孝子さん（滋賀県立大学人間看護学部　准教授）
話題提供：１）未来看護塾（滋賀県立大学近江楽座）　２）ボランティアサークルHarmony （滋賀県立大学近江楽座） 
　　　　   ３）滋賀県健康福祉部健康寿命推進課健康しが企画室
あらゆる年齢のすべての人たちが、健康で幸せな生活を過ごすために我々ができることについて、「じぶんで」、「みんなで」、「じっくり」、「いますぐ」の４つの観点で、グループディ
スカッションを行い、模造紙にまとめて、全体会場で発表しました。参加者16名

健康と福祉
を考える

��

ファシリテーター：前川　真司さん（株式会社みんなの奥永源寺）
話題提供者：１）子ども学習支援サポーターズ（滋賀県立大学近江楽座） 　２）藤澤　彰祐さん（東近江市BBS会）
　　　　　   ３）堀　豊さん（フードバンクびわ湖）
時代の変化とともに転換期に差し掛かる教育について、互いの取組や経験を参照・共有しながら、学び育ちの未来をつくるために語り合い、パートナーシップの構築を図りまし
た。参加者23名

教育とSDGs

��

ファシリテーター：會田　真由美さん（公益社団法人滋賀県国際協会）
話題提供：１）會田　真由美さん（（公益財団法人滋賀県国際協会）　２）聖泉大学留学生防災チーム（聖泉大学）　３）河かおるさん（滋賀県立大学人間文化学部　准教授）
メインタイトル『多文化共生と地域社会』、サブタイトル『多文化共生と地域社会－災害時に「誰一人取り残さない」ために』でワークショップをおこないました。ファシリテーター
より、『災害時の外国人支援について－東日本大震災の事例から』と聖泉大学留学生防災チームより『外国人にも優しい防災システムの構築』の発表をそれぞれ行い、集まった
人それぞれが、理解を深める機会になりました。参加者11名

多文化共生と
地域社会

��

ファシリテーター：丸山　真央さん（滋賀県立大学人間文化学部　教授）
話題提供：１）おとくらプロジェクト（滋賀県立大学近江楽座） 　２）Taga-Town Project （滋賀県立大学近江楽座） 　３）DOKKO（福知山公立大学）
地域に持続的に関わっている学生の活動や学生と地域の架け渡しをする活動、地域から他出している家族の往来行動などについての報告を交え、ＳＤＧｓの目標３「すべての
人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する」と目標１１「包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市および人間居住を実現する」を念頭におきながら、どんな
ことができるのかをまとめ、発表しました。参加者20名

コミュニティ再生
持続可能なまちづくり

��

ファシリテーター：風　かおるさん（有限会社ガイアコミュニケーション）　
自分たちのゴールを目指しながら経済・環境・社会を構築していくゲーム「SDGsカードゲーム」を行い、
それぞれの学びを共有し、以下の4項目にまとめ、発表しました。
　①経済と環境と社会のバランスを保つことの重要性
　②全体を見て、一人一人が主体的に行動することの大切さ
　③できるｏｒできないでものごとが判断してはダメ
　④一つの物事を改善するだけではすべてが解決されるとは限らない

参加者30名

SDGs入門
（カードゲーム）

��

交流会 大会終了後の交流会では、ワークショップ成果の相互評価を行うなど、参加者同士の親交を深めました

ホールでの成果発表▶

ワークショップにはロボットも参加？

ワークショップでは付箋を使って意見を整理
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ご参加・ご協力・ご支援いただいた皆様のおかげで大会を無事終了できたことをうれしく思い厚く御礼申し上げます。皆様がこの大会参
加をきっかけに、新しいアクションを起こされ、新しいつながりが生まれることを願っております。改善や見直しすべき点も多々あります
ので、皆様のご意見を参考に、より良いプログラムを継続して参りたいと存じます。その際はどうぞよろしくお願い申し上げます。本当に
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋賀県立大学　理事（地域連携担当）　髙橋滝治郎

参加された皆様からたくさんのご意見ご感想をいただきました。その一部を紹介させていただきます。

事務局より

参加者の声

10

・Ｓｌｉｄｏを用いた意見交流はとても良かった。
・楽しく社会課題を解決することなど、今まで自分になかった発想を学ぶことができてよかった。
・福井県での先進的、挑戦的な活動事例を知る機会となった。
・「これからの未来に向けて、ＳＤＧｓをきっかけとして、社会問題を自分ごとにして主体的にアクションしていきましょう。」と強調されてい
たのが印象的でした。
・初めての参加でしたが、概要的なことばかりでなく、具体的な取り組みについて紹介があったので、わかりやすかった。
・ＪＩＣＡ職員の方の様々な活動について知ることができて良かった。
・ＪＩＣＡの方の取組経験談、また若者を引き付ける活動に楽しさを感じました。

基調講演について

・Ｓｌｉｄｏも使いながら、来場者参加型で議論が盛り上がっていた。
・スマホを使った質疑応答形式だったので、会場参加者とリアルタイムで質問や意見交換を行うことができて良かったと思います。
・自治体、企業、学生の側からの事例発表はどれも興味深かったです。それぞれの立場から討議する時間があればもっと良かった。
・パネリストによる説明時間の偏りがありました。時間が限定されていたので、事前に決められた時間内に要点を簡潔明快に発表するように
周知しておく必要があったと思います。
・様々な取り組みを知ることが出来ました。
・活動内容をもう少し詳しく発表頂ければと感じた。

パネルディスカッションについて

・各参加チームのアイデアがとても興味深く、今後の参考になった。
・ポスター等作成されたメンバーの発表・説明があり、背景も理解できた。
・渋川小学校の発表が素晴らしかった。
・学生のみなさんの活動に驚かされました。
・１つひとつの発表が短かったように思う。
・全員分の座席が無く、長時間立ったままでの拝聴となり疲れました。

ポスターセッション・動画コンテストについて

・今まで知らなかった問題や、その解決法について考えることが出来たため、良かった。
・まさに、ＳＤＧｓに取り組んでいる学生とディスカッションできたのが良かったです。これからの未来を担う若い学生のアイデアは新鮮な
ものばかりでした。
・私はテーマ６へ出席しました。４報告ともにテーマに沿った良い内容でした。
・カードゲームを通じて、ＳＤＧｓについて知ることが出来、若い高校生のみなさんの意識の高さにビックリした。自分の無知を知りました。
・ＳＤＧｓ推進に向けての良い話し合いができた。
・他団体の発表も回れるようにしてもらいたいです。
・大学生と地域との取組がよく伝わった。

ワークショップについて

・多くの新しい方と出会うことが出来て大変良かったです。また次回も参加したいので開催をお
願いします。
・この先ＳＤＧｓに関連する活動が何かできないかを考える参考になりました。
・県立大学が主体的に取り組むイベントとしてグレードアップしていってほしい。

全体について
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